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明
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私
は
、
東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
で
、

平
成　

年
に
登
別
市
に
来
ま
し
た
。

��
家
族
は
、
娘
夫
婦
と
孫
�
人
の
�
人

で
す
。

登
別
は
、
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
の
登

別
温
泉
の
歌
で
知
っ
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
に
来
て
驚
い
た
こ
と
は
、
内

地
と
違
っ
て
雨
戸
が
な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
雪
が
降
る
の
で
つ
け
な
い
と

言
う
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
登
別
市
と
き
め
き
大
学
�
年

生
で
新
聞
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
サ
ー
ク
ル
で
は
、
政
治
や
経
済
、

暮
ら
し
な
ど
、
交
代
で
毎
月
発
表
し
て

い
て
、
私
も　

月　

日
の
部
会
で
紀
宮

��

��

様
婚
約
と
新
潟
中
越
地
震
を
発
表
し
ま

し
た
。
�
�
�
�
年
は
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
多
か
っ
た
の
で
、
紀
宮
様
婚
約
は
、

少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
、　

時
か
ら　

��

��

時
ま
で
町
会
の
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
、
笑

っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
ま
す
。

　

月
に
は
、
孫
の
通
学
し
て
い
る
富

��
岸
小
学
校
で
学
習
発
表
会
が
あ
り
、
小

学
校
�
年
生
の
孫
は
、
全
員
で
沖
縄
の

島
唄
『
涙
そ
う
そ
う
』
を
演
奏
し
ま
し

た
。
す
ご
い
良
い
で
き
で
、
先
生
と
児

童
の
協
力
、
毎
日
の
練
習
の
成
果
で
あ

り
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

月
に
は
�
歳
の
孫
の
保
育
所
で
発

��
表
会
が
あ
り
、
両
親
と
父
方
の
祖
父
母
、

私
と
で
見
ま
し
た
。
真
珠
姫
を
や
る
と

人
に
は
親
切
に
や
さ
し
く

の
こ
と
で
、
毎
日
家
で
練
習
し
て
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
ピ
ン
ク
の
ド
レ
ス
に
、

頭
に
は
テ
ィ
ア
ラ
を
つ
け
て
上
手
に
で

き
ま
し
た
。

私
も
北
海
道
に
来
て
�
年
に
な
り
ま

す
が
、
物
を
大
事
に
す
る
、
人
に
は
親

切
で
や
さ
し
い
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く

わ
か
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
年
は
酉
年
で
す
。
酉
年
の

人
は
、
親
切
で
世
話
好
き
だ
そ
う
で
す
。

家
族
全
員
健
康
で
新
年
を
迎
え
た
い
で

す
。

　
　
　

（
富
岸
町
／ 
柴  
崎  
常  
江 
さ
ん
）

し
ば 
ざ
き 
つ
ね 

え

登
別
市
文
化
協
会
の

　

周
年
を
節
目
と
し
て

４０登
別
市
文
化
協
会
は
、
本
年　

周
年

��

を
迎
え
ま
す
。
昭
和　

年
に　

団
体
、

��

��

約　

人
で
発
足
し
た
そ
う
で
す
。
現
在

���
は
、　

団
体
、
約
�
千　

人
の
会
員
で

��

���

す
。
平
成
�
年
度
に　

周
年
の
お
祝
い

��

を
し
て
か
ら　

年
が
た
ち
ま
し
た
。

��

　

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
、
平

��
成　

年
、
平
成　

年
の
�
年
間
に
わ
た

��

��

り
実
施
し
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
�
月
に
『
フ
ォ
ト

��

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
、　

月
に
『
登

��

別
の
名
所
・
史
跡
め
ぐ
り
』
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
会
員
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
参
加
も
あ
り
、
大
変
好
評
で

し
た
。

本
番
の
平
成　

年　

月
�
日
に
は
、

��

��

記
念
式
典
、
祝
賀
会
、
記
念
誌
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
�
つ
の
事
業
と
し
て
『
白
石

市
と
の
文
化
交
流
』
『
文
化
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

登
別
市
の
文
化
育
成
と
振
興
を
図
る

こ
と
を
会
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の　

周
年
を
節
目
と
し
て
、
な
お
一

��

層
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
柏
木
町
／ 
小  
塚 

こ 

づ
か 

純 
じ
ゅ
ん 

一 
さ
ん
・
登
別
市

い
ち

文
化
協
会
・　

周
年
担
当
事
務
局
長
）
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